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基本理念

現に貢献します。

行動指針

1

2

いります。

3

4

5 環境教育や社内広報活動を行い、従業員の環境方針への理解と環境意識向上を図ると共に、当

社の事業に協力頂いている関係者に積極的に周知してまいります。

6 具体的には次のテーマを揚げ、取り組んでまいります。

①

おける資源効率の追求。

②エコドライブ等の実施による使用エネルギーの削減に努め、二酸化炭素の排出削減。

及び水資源の使用量の削減。

③廃棄物のリサイクルを通じて､循環型社会の形成に貢献。

④

図る。

7 本方針は、外部から公開を要求された場合、速やかに開示いたします。

 制 定

見直し平成 30　年 4　月　5 日

　株式会社徳山ビルサービスは、環境との調和を目指した事業開発への挑戦と、環境を大切にし

た日々の事業活動を通して、かけがえのない地球の自然環境を尊重し、豊かな暮らし、社会の実

環境管理の組織・運営体制を整備し、具体的な目的・目標を明確にし、当社のエコアクション

事業活動・製品及びサービスの環境と及ぼす影響を予測し、汚染の予防に努めてまいります。

法規制及びその他当社が同意したその他の要求事項を順守し、一層の環境保全に取り組んでま

地域環境活動への積極的支援とボランティア活動への参加により、社会に貢献してまいります。

環 境 方 針

平成 29　年 7　月　1 日

株 式 会 社 徳 山 ビ ル サ ー ビ ス

21の継続的な改善に努めます。

現在ある構造物・構築物を活かす社会インフラの維持工事の提案・施工並びにこれら工事に

改善提案活動の継続的な実施による車輌事故・クレームの発生防止に努め、生産性の向上を



1.　事業の概要

(1) 名称及び代表者名

株式会社　徳山ビルサービス

代表取締役　宮本　治郎

(2) 所在地

山口県周南市大字栗屋50番地の11

関東支店 千葉県富津市大堀1006番地26

(3) 環境管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先

安全管理Gr 田中　清 ﾒｰﾙ

環境事業部 梅地拓也 ﾒｰﾙ

(4) 事業内容

一般廃棄物・産業廃棄物の収集・運搬、中間処理、リサイクル業並びに管路維持改修工事、

各種プラント維持工事及び農産物生産活動。

(5) 事業規模 法人設立年月日 資本金 2,000万円

(6) 事業年度 10月～9月

(7) 廃棄物処理業の許可・建設業許可に関する事項 別紙1に示します。

(8) 施設の状況 別紙2に示します。

(9) 処理施設概略フロー図 別紙3に示します。

(10) 処理の実績 別紙4に示します。

(11) 廃棄物の処理費用 産業廃棄物の種類・数量・運搬距離等により異なり

ますので、お問い合わせをお願い致します。

廃棄物の処理量 t 285.4

生産高 t

本　　社

1966年2月

活動規模 単位

環境管理責任者 TEL 0834-36-3880 info@tokubiru.co.jp

副 環境管理責任者 TEL 0834-36-3880 info@tokubiru.co.jp

売上高 百万円

廃棄物の収集運搬量 t

工事等の件数 件

従業員 人

床面積 ㎡

資機材置場面積 ㎡

倉庫床面積 ㎡

廃棄物排出量 t 9.3 68.116.7

2020年度2021年度2022年度

本社

436.6

770

61

1472.5

120.0

計

436.6

1189

84

1717.6

155.0

関東 本社

120.0

関東

419

本社

491.9

787

56

1472.5

50.0

321

9980.5

9.1

65.0

842

9980.5

5.9

308.7

27.3

285.4

18.4

308.7

21.4

50.0

272

10631.6

350.8

51.4

10453.9

491.9

1246

83

1717.6

155.0

65.0

668

10631.6

95

1717.6

750.9

852

350.8

15.0

343

43.03

15.0 65.0

590

50.0

247

10453.9

関東

566

30

245.1

35.0

計

750.9

1418

155.0120.0

459

39

245.1

35.0

計

53

1472.5

396

23

245.1

35.0

15.0

521
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　認証・登録の対象範囲(組織・活動)

(1) 対象事業者名 株式会社　徳山ビルサービス

(2) 対象事業所 本社・関東支店　

(3) 対象事業活動 一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業

一般廃棄物・産業廃棄物の中間処理業

リサイクル業（食品廃棄物の液体肥料化）

下水道管等の維持管理業務・改築修繕工事

各種プラント設備のメンテナンス業

農産物生産活動



2.　組織図及び認証・登録範囲（認証・登録範囲は以下のとうり）

役割分担表

全体の統括、環境方針の設定、全体の評価と見直し

開発事業部門におけるEA21の遂行を統括する。

関東支店におけるEA21の遂行を統括する。

アグリ事業部門におけるEA21の遂行を統括する。

総務Gr アグリ事業部 開発事業部安全管理Gr

経営会議

環境事業部

本社

山　本　 総務Gr 委員会の決定事項等を社内に周知し、EA21を着実に実施する。

戸　倉　

田　中　

梅　地　

専務取締役

氏  名  所属(役職)

環境管理責任者

経営トップ

EA21 実 施 体 制  

(アゼリア)

役割・責任・権限・使命

宮　本　
代表取締役

(経営トップ)

常務取締役

代表取締役

全社における環境管理活動を構築・維持・運用し、経営トップに報告する。

副環境管理責任者
環境事業部

環境管理責任者を補佐する。
環境事業部門におけるEA21の遂行を統括する。

EA21委員会

岡　村　 アグリ事業部

枡　田　
専務取締役

(経営トップ)
全体の把握/環境経営システムを構築し、運用し、その状況を代表取締役
に報告する

経営会議 1ケ月に2回開催し、全体の評価と具体的な見直し策を検討・実施する。

EA21委員会
1ケ月に1回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実施状況を審議す
る。

全体の把握/環境経営システムを構築し、運用し、その状況を報告する

梅　本　 開発事業部

環境管理責任者
安全管理Gr

関東支店

村　上　
常務取締役

(経営トップ)

関東支店



3.　当年度及び中期環境目標及び当年度の実績

<本社>

削減

率(%) 判定 削減率
(%)

削減

率(%)

1 2% 2% 2%

1-1 電力使用量の削減 2% 2% 2%

1-2 2% 2% 2%

1-3 軽油使用量の削減 2% 2% 2%

2 2% 2% 2%

3 2% 2% 2%

4

5

5% 5% 5%

5% 5% 5%

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数 15 目標

件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

目標
件数

<関東支店>

削減

率(%) 判定 削減率
(%)

削減

率(%)

※ 電力量の二酸化炭素の排出係数 本社　中国電力の2014年度排出係数0.706(kg-Co2/ｋＷｈ)を使用

関東　東京電力の2018年度排出係数0.455(kg-Co2/ｋＷｈ)を使用

※ 目標達成率%は目標/実績

※

11

目標
件数

件数

10

15

2%

127%

71% ×

9.3

9.5

548.5

133.1

3

30

0%

1007.5

134.8

25

35

447.9

1

7 環境管理活動

地域貢献活動 1 1

6

目標

2%

8.9

1

12

6

3目標
件数

5

6.6

501.0

181.6

塗料・接着剤
使用量の削減

㎥

ℓ

廃棄物総排出量の削減 9.1

100%

×

目標
件数

0

3

件数 1

5%

13

件数

2021年度

実績

〇

22

目標
件数

35

13

5%

5%

目標
件数

目標
件数

15

94%

2% 163.2

7.2

〇

目標

107%457.1

1

100%15

〇

491.0

(R3.10～R4.9)

2% 22.2 23.7

目標達
成率%

15

×

実績

2%

100%

100%1

1

2022年度
(R4.10～R5.9)

○

7

t-CO2 537.5

110.0

2

kℓ 251.0

二酸化炭素排出量の削減 474.3

単位

2016年度

基準年度
実績

MWh 125.7

環境目標

ガソリン使用量の削減 kℓ

132.1

6.5

(R4.10～R5.9)

1

ton

129.5

廃棄物総排出量の削減

37.6 28.3

33

29

24

8.9

3

○

30

総排水量(使用水量)の削減

化学物質の削減
塗料・接着剤
使用量の削減

紙・文具等の
購入

㎥

ℓ 維持管理活動

2506.61735.0

138

-グリーン購入の推進

7

42

38

4

6
環境管理活動

未実施項目の
実施

件数

件数

件数

件数

件数

業務改善提案
の提出

6 7

地域貢献活動

安全改善提案
の提出

22

クレーム発生
件数の減少

製品・
サービス
に関する

事項

件数

36.8 28.9

99%

226%

2615.6 2610.0

139.1141.9

〇

100% 〇

21.4

2024年度

130.4

119.0

2022年度
(R3.10～R4.9)

目標 実績
目標達
成率%

(R5.10～R6.9)

目標

115%121.4

464.8〇113%

目標

116.6

127.8

事故(不具合)発
生件数の減少

デモ施工の実
施

455.5

二酸化炭素排出量の削減

1-1

1-3

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

524.7

13.2

軽油使用量の削減

20.41-2 kℓ

kℓ

22.7

182.6

2018年度

基準年度
実績

MWh

t-CO2 2%

1

23.2

事故(不具合)発
生件数の減少

3

4

〇

22 16

2%

製品・
サービス
に関する

事項 業務改善提案
の提出

デモ施工の実
施

〇

グリーン購入の推進
紙・文具等の

購入
維持管理活動

2%

2%

2%

5%

4

5032.9

ton 14.4

114%

×2

○

1

1

目標
件数

目標
件数0 〇

総排水量(使用水量)の削減

維持管理活動

2% 4932.2

件数

2023年度

単位環境目標

5

129%2%

6

4

14

1

9.3 7.1

1

64%9

目標
件数

10

178.0 166.5 107%

2%

300%

目標
件数

目標
件数

1

3

5%

目標
件数

2%

2%

159.9

8.7

2% 4170.3

5%

22.8

6.9

件数

73

4

件数

300%

目標
件数

2024年度

12

(R5.10～R6.9)

2% 439.0

目標

11

4342.3

23

〇

16 53% ×

2%

20%30 目標
件数

-

30

1目標
件数

評価の基準: ９５％以下は未達とする。

未実施項目の
実施

2021年度

安全改善提案
の提出

件数

件数

10

3698.8

クレーム発生
件数の減少

化学物質の削減

4255.5

3

実績

×

3

維持管理活動

24116%

15 3

○

20%

15

29110% ○ 28

23

3

2669.0

〇

〇

〇

21.0

15

2023年度

2557.8

9.1

27.7



4.　当年度の主要な環境活動計画

本社・関東支店

4-1 二酸化炭素総排出量の2%削減

電力使用量の削減 1 エアコン設定温度を決め実行する

2

3 長時間席を離れる時、パソコンの電源OFF

ガソリン使用量の削減 1 省エネドライブの励行

2 アイドリングストップの励行

軽油使用量の削減 1 省エネドライブの励行

2 アイドリングストップの励行

3 運行・配車計画の合理化

4-2 廃棄物総排出量の2%削減

1 ペーパーレス化、再生紙の使用

不良品の削減 1 工程改善等による不良発生率の低減

再資源化 1 分別による再資源化(リサイクル)への取り組み

4-3 給排水量(使用水量)の2%削減

節水活動 1 水を流しっぱなしにしない

節水活動 1 水を流しっぱなしにしない

4-4 化学物質使用量削減

適正に周知 1 塗料・接着剤等の使用の有無を確認する

適正に周知 1 SDSを取り寄せ使用上の注意事項を守る

4-5 グリーン購入の推進

活動項目

取組目標

取組目標

取組目標

紙・文具等の購入

1

2

3

活動項目

2

3

1

1

1 ペ-パーレス化、再生紙の使用

地下水

残業時の不要な照明の消灯(ノー残業デーの設置)

活動項目

1
使用紙・文具・資材等の購入についてはグリーン購入法適合品を優先す
る。

活動項目

取組目標

取組目標

上水

1

活動項目

1

2



4-6 製品・サービスに関する事項

クレーム発生件数の減少 1

事故発生件数の減少 1

デモ施工の実施 1

業務改善提案の提出 1

安全改善提案の提出 1

4-7 環境管理活動

役員を中心とした地域活動(清掃活動)への参加

取組目標

活動項目

1

5

車両事故等については、スピ-ディーに確認、対応し再発防止に努めると共
にその記録をとる。発生した傾向を分類し、分析する。

1
外部利害関係者から受け付けたクレームについては、スピ-ディーに確認、
対応し再発防止に努めると共にその記録をとる。発生した傾向を分類し、
分析する。

PR活動を行い、社会インフラ整備の推進に貢献する

活動項目

改善箇所・改良点を見つけ出し、製品サービスの向上に取り組む

環境への取組の自己チェックリス
トから未実施の項目を新たに実施
する。

改善箇所・改良点を見つけ出し、製品サービスの向上に取り組む

別紙で管理

地域貢献活動

1 1

1

3

取組目標

4

2



5.　環境活動計画の取組結果とその評価

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

5-1 二酸化炭素総排出量の2%削減 (目標達成率     本社　113 　% ・　関東支店　107 　%)

本社関東 関東支店

1 エアコン設定温度を決め実行する

2

3 長時間席を離れる時、パソコンの電源OFF

1 省エネドライブの励行

2 アイドリングストップの励行

1 省エネドライブの励行

2 アイドリングストップの励行

3 運行・配車計画の合理化

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

電力：目標に対し99％。次年度は、目標に対して100％を達成するよう不要な電気使用を抑制して

いきます。

ガソリン・軽油：売上高減少による稼働車両の減少による起因も少しながら影響していると

考えられますが、環境事業部では適格な指示のもと給油する回数を抑制したことも良き

起因だったと考えられます。

次年度は、無駄なアイドリングをストップするように励行していきます。

【関東支店】

　電力を多く使用したと考えられる。根本的な対策はないが出来る事をしていきます。

ガソリン・軽油：目標を達成する事が出来たが要因は稼働車輌の減数に起因する所

　が多く影響していると考えられる。次年度は傾向の確認も行い注力していきます。

5-2 廃棄物総排出量の2%削減 (目標達成率     本社　226　% ・　関東支店　71 　%)

1 1 ペーパーレス化、再生紙の使用

2 不良品の削減 1 工程改善等による不良発生率の低減

3 再資源化 1 分別による再資源化(リサイクル)への取り組み

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

開発事業部：施工ミスによる材料廃棄することが無くなった事と廃棄物の分別による再資源化

(リサイクル)の進めたことが起因したと考えられます。

次年度も、施工管理の向上とリサイクル化を進めます。

環境事業部：廃棄物の資源化は適正に行われています。

総務Gr:次年度も継続して、ペーパーレス化・再資源化に努めます。

【関東支店】

データ化と配布物を減らす為、次年度も目標達成に向け削減に努めます。

2 ガソリン使用量の削減 127

取組実施状況

本社

◎

◎

◎ ◎

〇 △

残業時の不要な照明の消灯(ノー残業デーの設置)

◎ ◎

◎ ○

◎

関東支店本社
活動項目

取組実施状況

電力：目標に対し94％の達成であった。原因として感染症対策下でのエアコン使用の為

取組目標

目標達
成率% 活動項目

◎ ○

ペ-パーレス化、再生紙の使用

115 107

94

◎

◎

◎

◎

取組目標

3 軽油使用量の削減

◎

◎

電力使用量の削減 99

129
◎ ◎

◎

1



5-3 給排水量(使用水量)の2%削減 (目標達成率     本社　100　% ・　関東支店　114　%)

1 節水活動 上水 1 水を流しっぱなしにしない

1 節水活動 地下水 1 水を流しっぱなしにしない

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

開発事業部：高圧洗浄車への地下水の汲み上げ時、水を流しっぱなしにならないよう継続して

注意します。

環境事業部：洗浄後の地下水が出しっぱなしにならないように注意します。

不要な水の使用を抑制した結果総排水量の削減が達成された。次年度も継続した活動を行います。

【関東支店】

不要な水の使用を抑制した結果総排水量の削減が達成された。次年度も継続した活動を行います。

5-4 化学物質使用量削減   (維持管理活動)

1 適正使用 1 塗料・接着剤の使用の有無を確認する。

1 適正に周知 1 SDSを取り寄せ使用上の注意事項を守る。

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

適正な管理体制が維持継続されています。

【関東】

関東支店では化学物質の取り扱いはありませんでした。

今後使用機会があるようであれば、安全に注意し、取扱い方法・注意事項を周知、管理していきます。

5-5 グリーン購入の推進 　　(維持管理活動)

1 1

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

総務Grを中心に取組みを継続しています。

【関東支店】

継続してグリーン購入が出来ていた。次年度も同様に活動を行います。

取組目標

◎

◎

◎

取組実施状況

本社 関東支店

取組実施状況

◎

◎

◎

◎

本社 関東支店

◎

〇〇
使用紙・文具・資材等の購入についてはグリーン購
入法適合品を優先する。

紙・文具等の購入

取組目標

活動項目

活動項目

関東支店
取組目標 活動項目

取組実施状況

本社



5-6 製品・サービスに関する事項

デモ施工の実施 1

クレーム発生件数の減少 1

事故発生件数の減少 1

改善提案の提出 1

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

デモ施工は、コロナ過で上手く活動が出来ませんでした。クレーム・事故発生は、目標は0件であるが、

発生したことの原因の追究と再発防止に次年度は積極的に取り組んでいきます。

取り組むことによって、業務改善・安全改善の提出件数も増加していくと期待しています。

【関東支店】

事故については大幅な削減が出来た。徹底した原因の追究、再発防止に取り組んだ成果と思われる。

クレームについては88％の達成となり次年度へ課題を残す形となった。教育を通しコンプライアンス

やモラルの徹底をして行きます。

5-7 環境管理活動

本社関東 関東支店

1 100 100 1

2 100 300 2

評価（結果と次年度の取組内容）

【本社】

地域貢献活動：年3回、役員を中心に地域清掃活動(遠石八幡宮境内)への積極的な参加しました。

事務所に隣接する歩道の清掃、草抜きを行いました。

【関東支店】

地域貢献活動：ロータリークラブでの活動で、駅ロータリー内の花壇の手入れ、草抜き活動に

参加しました。事務所に隣接する歩道の清掃、草抜きを行いました。

4
改善箇所・改良点を見つけ出し、製品サービスの向
上に取り組む

◎

―

〇

〇

△

1 PR活動を行い、社会インフラ整備の推進に貢献する ○

2

外部利害関係者から受け付けたクレームについて
は、スピーディーに確認、対応し再発防止に努める
と共にその記録をとる。発生した傾向を分類し、分
析する。

○

取組目標

3
車両事故等については、スピーディーに確認、対応
し再発防止に努めると共にその記録をとる。発生し
た傾向を分類し、分析する。

◎

本社

別紙で管理 〇

地域貢献活動 役員を中心とした地域活動への参加 〇〇

取組目標

環境への取組の自己
チェックリストから未実
施の項目を新たに実施す
る。

目標達
成率%

活動項目

活動項目
取組実施状況

本社 関東支店

〇

取組実施状況



6.　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　環境関連法規制（廃棄物処理法、フロン排出抑制法、消防法、浄化槽法、食品リサイクル法、家電

リサイクル法、肥料取締法、計量法、道路交通法等）の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等

　は遵守されていました。なお、法令等の違反、訴訟等も過去3年間はありませんでした。

7.　代表者による全体の評価と見直し

環境活動計画の取組結果から判断すれば全体的に良好な結果は出てはいるが、経済活動が活性化すれば

環境活動計画の取組は順調に遂行出来るとは考えづらい。一喜一憂せずに、現在の業務内容を再度

見直し、効率化に努め、結果としてガソリン・軽油の使用量削減が出来るよう進めて行きましょう。

本社と関東支店の共通事項として、更なる事故・クレームの減少に取り組みを強化して下さい。

分析と再発防止策を実施した上で、安全講習等の予防に努めましょう。

8.　環境活動の紹介

<地域貢献活動の実施状況>

本社では、年3回、役員を中心に地域清掃活動(遠石八幡宮境内)への積極的な参加しました。

関東支店では、ロータリークラブでの活動で、駅ロータリー内の花壇の手入れ、草抜き活動に

参加しました。


